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「
全
国
青
少
年
相
談
研
究
集
会
」
に
参
加
し
て
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第
三
十
五
回
「
全
国
青
少
年
相
談
研
究
集
会
」
が
平
成
三
十
一
年
一

月
十
七
日
か
ら
二
日
間
に
亘
っ
て
独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振

興
機
構
主
催
に
よ
る
研
修
会
が
、「
青
少
年
の
複
合
化
し
た
課
題
を
社
会

で
支
え
る
に
は
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、「
青
少
年
の
複
合
化
し
た
課
題
に
ど
う
向
き
合
う
か
」
と
い

う
演
題
で
、
帝
京
大
学
文
学
部
心
理
学
科
元
永
哲
郎
教
授
に
よ
る
基
調

講
演
で
始
ま
り
ま
し
た
。
翌
日
は
、「
児
童
虐
待
」、「
不
登
校
」、「
い
じ
め
」、

「
発
達
障
害
」、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
問
題
」
の
五
つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
講
義
や
演

習
、
そ
し
て
情
報
交
換
と
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
問
題
」
の
分
科
会
に
つ
い
て
主
な
内
容
を
ま
と
め
て
み

ま
し
た
。

　

こ
の
分
科
会
の
中
で
、
平
成
二
十
九
年
度
の
内
閣
府
調
査
で
ス
マ
ホ
・

携
帯
電
話
の
所
持
率
は
、
小
学
生
で
五
十
五
．
五
％
、
中
学
生
六
十
六
．

七
％
で
特
に
小
学
生
で
は
、
七
年
前
の
平
成
二
十
二
年
と
比
較
し
て
、

小
学
生
三
十
四
．
六
ポ
イ
ン
ト
、
中
学
生
十
七
．
四
ポ
イ
ン
ト
と
特
に

小
学
生
の
所
持
率
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
や
利
用
内
容
を
見
る
と
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
等
で

の
利
用
率
は
、
八
十
二
．
五
％
で
小
学
生
は
「
ゲ
ー
ム
」、
中
学
生
は
「
動

画
視
聴
」
が
最
も
多
く
、
連
続
し
て
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

そ
の
利
用
時
間
は
、
平
均
約
百
五
十
九
分
で
学
年
が
上
が
る
と
共
に
長

時
間
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
保
護
者
の
方
は
と
い
う
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状
況
や

利
用
内
容
は
、
利
用
率
九
五
．
八
％
で
、
利
用
内
容
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」、「
情
報
検
索
」
が
上
位
を
占
め
、「
ゲ
ー
ム
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
・

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
の
利
用
は
、
低
学
年
の
保
護
者
ほ
ど
多
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
利
用
時
間
は
平
均
約
百
三
十
六
分
で
約
四
割
の
保
護

者
が
２
時
間
以
上
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。

　

情
報
機
器
は
、
広
く
普
及
し
子
ど
も
た
ち
に
も
身
近
な
存
在
に
な
っ

て
い
ま
す
。
上
手
に
使
い
こ
な
せ
ば
こ
れ
ほ
ど
大
変
便
利
な
も
の
は
あ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
　
千
葉
　
仁

り
ま
せ
ん
が
、
使
い
方
を
誤
れ
ば
、
思
わ
ぬ
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ

被
害
者
、
あ
る
い
は
加
害
者
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
等
を
子
ど
も
た
ち
に
使
わ
せ
る
こ
と
は
、
い
つ
も
危
険
な
状

態
と
隣
り
合
わ
せ
に
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
保
護
者
と
し
て
出

来
る
こ
と
を
実
践
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
ス
マ
ホ
を
手
渡
す
前
に
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
、
ア
プ
リ
の
利
用
制
限
な
ど
、

ウ
イ
ル
ス
対
策
等
の
設
定
を
す
る
。

②
手
渡
す
と
き
に
は
我
が
家
の
使
用
ル
ー

ル
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

　

※

ル
ー
ル
に
盛
り
込
み
た
い
内
容

　
　

〇
使
っ
て
よ
い
時
間

　
　

〇
使
っ
て
よ
い
場
所

　
　

〇
課
金
を
ど
う
す
る
か

　
　

〇
ス
マ
ホ
利
用
の
マ
ナ
ー

　
　

〇
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
利
用

　
　

〇
困
っ
た
時
の
相
談
先

③
ス
マ
ホ
を
渡
し
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

④
困
っ
た
と
き
の
相
談
先
を
知
っ
て
お
く

　

最
後
に
、
日
本
・
米
国
・
中
国
・
韓
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の

親
子
関
係
に
関
す
る
調
査
で
、
日
本
の
特
徴
は
、
家
族
が
一
緒
に
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
が
ス
マ
ホ
を
操
作
し
て
い
て
子
ど
も
が
親
と
話
そ
う
と
し

た
と
き
、「
今
忙
し
い
」
と
取
り
合
わ
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
い
ま
す
。

今
こ
そ
、
親
が
子
ど
も
と
し
っ
か
り
向
き
合
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

子
ど
も
は
、
親
を
見
て
育
つ
も
の
で
あ
る
と
感
じ
た
研
修
会
で
し
た
。

青少年インターネット
目安箱

いじめ、親や先生、友人、
進学進路のことなど、誰に
も相談できないことを相談
してください。

　※秘密は守られます。

 （目安箱の場所）順序

①鎌ケ谷市ホームページ
    （トップページ）　
②施設案内
③青少年センター
④青少年インターネット目
  安箱 

 子どもたちの安全を
 地域の目で守ってい
 きましょう！



(２)

青
少
年
補
導
員
視
察
研
修

　

十
一
月
十
五
日
（
木
）、
二
十
二
名
の
補
導
員
に
参

加
い
た
だ
き
青
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会
の
視
察
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
鎌
ケ
谷
警
察
署
の
ご

厚
意
に
よ
り
東
金
市
に
あ
り
ま
す
千
葉
県
警
察
学
校

を
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
入
校
し
て
い
る
警
察
学
校
の
学
生
は
、
三
百

人
を
超
え
、
秋
の
採
用
後
は
六
百
人
も
の
警
察
官
の

卵
が
日
々
教
養
を
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
警
察
学
校
で
は
、
現
役
の
警
察
官
も
拳
銃
や

教
養
の
た
め
に
訪
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

東
京
ド
ー
ム
十
五
個
分
と
い
わ
れ
る
広
大
な
敷
地

で
は
、
学
科
の
授
業
の
ほ
か
、
交
番
勤
務
で
使
用
す

る
こ
と
に
な
る
バ
イ
ク
の
練
習
が
中
庭
で
行
わ
れ
て

い
た
り
、
道
場
で
は
、
男
子
も
女
子
も
肩
を
並
べ
て

柔
道
や
逮
捕
術
の
訓
練
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
こ

れ
か
ら
千
葉
の
治
安
を
支
え
て
く
れ
る
学
生
さ
ん
た

ち
の
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、
食
堂
に
も
お
邪
魔
し
て
、
給
食
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
若
い
力
は
、
こ
の

山
盛
り
の
食
事
を
完
食
し
て
い
て
、
大
変
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
同
時
に
、
訓
練
の
大
変
さ
も
垣
間
見
た

気
が
し
ま
し
た
。

　

十
カ
月
程
度
の
長
い
教
養
を
終
え
て
警
察
学
校
を

卒
業
す
る
と
、
県
内
の
警
察
署
に
配
属
さ
れ
る
と
の

こ
と
で
、
鎌
ケ
谷
警
察
署
に
も
こ
の
何
人
か
が
配
置

さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
鎌
ケ
谷
市
の
安
全
・
安

心
な
街
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
た
だ
け
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　

「
教
養
と
訓
練
は
、
卒
業
後
も
続
く
」
と
の
副
校
長

先
生
の
お
話
に
、
警
察
官
の
仕
事
の
重
要
性
と
厳
し

さ
と
個
を
育
て
鍛
え
て
県
民
の
た
め
に
奉
仕
い
た
だ

く
こ
と
の
重
さ
を
知
っ
た
視
察
で
も
あ
り
ま
し
た
。

第
二
回

市
内
一
斉
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

　

十
二
月
十
九
日
（
水
）
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
「
市

内
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
（
平
成
三
十
年
度
第
二
回
）
」
で

は
、
四
十
四
名
の
青
少
年
補
導
員
、
そ
し
て
鎌
ケ
谷

警
察
署
、
及
び
同
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
、

東
葛
地
区
少
年
セ
ン
タ
ー
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
職
員
を
含
め
総
勢
六
十
二
名
で
実

施
い
た
し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
後
の
情
報
交
換
会
で
は
、
各
学
区
の

班
長
さ
ん
か
ら
パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
「
コ
ン
ビ
ニ
で
見
え
に
く
い
売
り

場
に
あ
る
景
品
付
菓
子
が
荒
ら
さ
れ
て
い
た
。
」
「
学

校
帰
り
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
万
引
き
す
る
小
学
生

が
い
る
。
」
等
々
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
の
実

態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。 

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
私
た
ち
大
人
が
共
有
し
、
子
供

た
ち
に
「
愛
の
ひ
と
声
」
を
か
け
、
「
出
会
い
と
そ
こ

で
の
会
話
」
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　



(３)

◆街頭補導（４月～１月）※１月３１日現在

◆補導実施状況（４月～１月）

補導の傾向

　子どもたちを補導した

人数を前年度同期と比

べると、８１人に対し、

１６６人に倍増している。

行為別では、自転車の

２人乗り４３人、喫煙

１０人、その他９２人、

その他は主に、小学生

による道路上での危険

な遊び ( スケートボー

ド、キックボード)

わが街鎌ケ谷の子どもたちに「温かい愛のひと声」をお願いします

◆相談受理状況
 　 （４月～１月）

相談件数　      
( 来所・電話相談 )
　　　　　 
・不登校

・いじめ

・師弟関係

・その他

青少年インターネット

目安箱

　○非行、いじめ、師弟関係、友人関係、部活動、学校生活等

　○相談に関する秘密は守られます。

　○気にかかることがありましたら早めの相談を!

相 談 日　　月～金　　９時～１６時

相談電話　０４７－４４５－４３０７

　※来所による相談も受け付けています。

★不登校に関する教育相談は「生涯学習推進センター」

　２F「ふれあい談話室」で受け付けしています。

相 談 日　　月～金　　１３時～１６時

相談電話　０４７－４４５－４９５３

 小学生 中学生 高校生 有職少年 無職少年 合 計 

自 転 車 二 人 乗 り １１ １ ２５ ６  ４３ 

自 転 車 無 灯 火   １   １ 

危険箇所出入り・遊び      ０ 

た む ろ  ５ ２   ７ 

喫 煙  ７ ３   １０ 

怠 学 ２ ３ ４   ９ 

そ の 他 ５４ ２６ １４ ２  ９６ 

合     計 ６７ ４２ ４９ ８ ０ １６６ 

 
補 導 別

 

補 導 

回 数 

従  事  者  
合 計

 
補導員 教員 職員 その他 

定時パトロール １１０ １５１ ３０ １１０  ２９１ 

夜間パトロール １２ ９ ９ １２  ３０ 

随時パトロール ２６０   ４４５  ４４５ 

早朝パトロール ４８   ８５ １０ ９５ 

行事パトロール ３５ １０  ７９  ８９ 

市内一斉パトロール ２ ７６ ２３ １５ ２５ １３９ 

列車パトロール  ２４ ６ ９ １ ４０ 

隣　接　補　導     ０ 

合   計 ４６８ ２７０ ６８ ７５５ ３６ １，１２９  

～青少年センターでは、相談活動も行っています～

……９件

………３件

………４件

……１件

………１件

………０件
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松戸市

柏市

白井市

市川市

船橋市

船橋市飛地

東
武
鉄
道
野
田
線

馬
込
沢
駅

東部学習
センター 東部小

鎌ケ谷大仏駅

新
京
成
電
鉄

丸山児童
　　公園

右京塚
児童遊園

鎌
ケ
谷
駅

四中

ファイターズ
　　タウン

鎌ケ谷カントリークラブ

向原公園

中部小

貝柄山公園

市
役
所

鎌ケ谷
警察署

国道 464 号

市制公園

北総線

航
空
自
衛
隊
下
総
基
地北部小

船
橋
我
孫
子
線

六
実
駅

三中

西高

西部小

く
ぬ
ぎ
山
駅

船橋市飛地

文

体

公

公

公
南部
公民館南部小

文 文
鎌高

文

公

公

公

道小

手通
公園

文

文

文
初富小

東初富公園

第二新田公園

公

公

千
葉
鎌
ケ
谷
松
戸
線

文

文

文

文

五本松小

鎌小

中央公民館
きらり鎌ケ谷市民会館

青少年センター
まなびいプラザ

文

文

北初富駅

新
鎌
ケ
谷
駅

文
二中

施

施

公

文
鎌中

公

体育館

文
五中

市川
印西
線

施

施北部
公民館

体

初
富
駅

公

囃子水公園

(４)

【子どもが安心して暮らせるまちに・・】

○子どもだけで出かけるときは時間と場所を家族に

　知らせましょう。

○人気のない道、夜道の一人歩きは しないように

　しましょう。

○よく使う道の｢こども 110 番の家｣を確認しておき

　ましょう。

○万が一、不審者に出会った時の対応を 日頃から

　話し合っておきましょう。

平成３０年度
子ども防犯マップ

平成３０年４月～平成３１年1月

行　為　別 件数

露出　痴漢　変質行為

声かけ　つきまとい

公共施設への侵入　器物損壊

たむろ　喫煙　不良行為

暴力　恐喝

不審者

不審電話

その他

9

25

0

1

1

14

2

3

55合　計
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▲
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☆


